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された 27。2000 年以降に入ってから、「70 年代生まれ」と「80 年代生まれ」の価値観の





























































から見ると、前者の議論で扱われているのは 80 年代から 90 年代までの推移を基本として
いるものであり、2000 年前後までの 20 年間の変化を視野に入れている論考も 90 年代以
降の変化を 80 年代に始まった変化の延長線上でしか捉えていないものがほとんどである。
しかし前に述べたように 1992 年以降に始まった市場経済の全面的な導入が中国社会に大














































（１）80 年代と 90 年代との文化的状況の違い
　先に紹介した価値観の変化に関する先行研究には、80 年代と 90 年代以降の社会的文化
的状況の変化を念頭においた意識の変化を捉える研究が少ないことを確認してきた。
　一方、文学研究においては、80 年代と 90 年代との違いを指摘し、90 年以降の文化的
状況の変化を基本的な認識に据えたうえで作品分析や評論を展開する研究がほとんどで
ある。「市場化への指向を基本的とする「近代化」の国家目標は、80 年代初期に既に提起
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が 90 年代以降の中国社会を支配し始めたと張は指摘している 66。
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　張は、80 年代と 90 年代に入ってからでは中国社会の状況が大きく変化したという点に
ついては、「欲望虚妄説」を主張する王暁明らと同じ認識を共有している。
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く変わったことや、80 年代と 90 年代以降を貫く「現代化」に関する意識の変容などの側
面を取り上げることによって、現代中国を生きる人々の意識をより立体的に捉えることが
できると考えられるだろう。さしあたり本稿では問題提起にとどめ、次稿以降で詳しく論
じることとしたい。
キーワード　社会意識　言説　「正しさ」の論理　「できる」論理
 （WANGFeng）
